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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信端末機の映像信号処理装置であって、
　該装置は、
　該移動通信端末機の外部方向において１つ以上の被写体を撮影することを可能にするよ
うに該移動通信端末機の裏面に装着された第１のカメラモジュールと、
　該移動通信端末機の内部方向において１つ以上の被写体を撮影することを可能にするよ
うに該移動通信端末機の表面に装着された第２のカメラモジュールと
　を備え、
　該第１のカメラモジュールおよび該第２のカメラモジュールの各々は、異なる方向にお
いて該１つ以上の被写体を撮影するために、使用者により選択された撮影モードに基づい
て作動され、
　該撮影モードは、一般カメラモードまたはテレビ電話モードのうちの１つであり、
　該第１のカメラモジュールおよび該第２のカメラモジュールは、該一般カメラモードま
たは該テレビ電話モードにおいて作動され、
　該第１のカメラモジュールと該第２のカメラモジュールとのうちの少なくとも１つは、
該使用者により選択された該撮影モードに従って自動的に作動され、
　該一般カメラモードが該使用者の入力により選択された場合に、自動的に該第１のカメ
ラモジュールが作動され、該テレビ電話モードが該使用者の入力により選択された場合に
、自動的に該第２のカメラモジュールが作動され、
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　該一般カメラモードが選択された場合に、自動的に該第１のカメラモジュールが作動さ
れるときに、該使用者は、該一般カメラモードを維持しながら、該第１のカメラモジュー
ルを作動させることと、該第２のカメラモジュールを作動させることとの間をスイッチす
ることができ、
　該テレビ電話モードが選択された場合に、自動的に該第２のカメラモジュールが作動さ
れるときに、該使用者は、該テレビ電話モードを維持しながら、該第２のカメラモジュー
ルを作動させることと、該第１のカメラモジュールを作動させることとの間をスイッチす
ることができる、装置。
【請求項２】
　前記撮影モードは、撮影メニューと、編集メニューと、伝送メニューとのうちの少なく
とも１つを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１のカメラモジュールおよび前記第２のカメラモジュールは、前記１つ以上の被
写体の１つ以上の静止画像を取得するために、および／または該１つ以上の被写体の１つ
以上の動画像を記録するために、用いられる、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記１つ以上の静止画像は、前記一般カメラモードにおいて取得され、前記１つ以上の
動画像は、前記テレビ電話モードにおいて記録される、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記撮影された１つ以上の被写体の１つ以上の画像信号を処理して、対応する１つ以上
のデジタル信号にするデジタル信号処理部（ＤＳＰ）をさらに備える、請求項１に記載の
装置。
【請求項６】
　前記撮影された１つ以上の被写体の前記１つ以上の画像信号を前記デジタル信号処理部
（ＤＳＰ）に選択的に出力するスイッチモジュールをさらに備える、請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
　前記スイッチモジュールは、フレキシブルプリント回路基板（ＦＰＣＢ）上に位置する
，請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１のカメラモジュールおよび前記第２のカメラモジュールは、同一または異なる
撮影モードにおいて作動される、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　移動通信端末機の複数のカメラモジュールを用いて複数の被写体を撮影する方法であっ
て、
　該方法は、
　該移動通信端末機の裏面に装着された第１のカメラモジュールを用いて、該移動通信端
末機の外部方向において該複数の被写体のうちの少なくとも１つを撮影することと、
　該移動通信端末機の表面に装着された第２のカメラモジュールを用いて、該移動通信端
末機の内部方向において該複数の被写体のうちの少なくとも１つを撮影することと
　を包含し、
　該第１のカメラモジュールおよび該第２のカメラモジュールの各々は、異なる方向にお
いて該少なくとも１つの被写体を撮影するために、使用者により選択された撮影モードに
基づいて作動され、
　該撮影モードは、一般カメラモードまたはテレビ電話モードのうちの１つであり、
　該第１のカメラモジュールおよび該第２のカメラモジュールは、該一般カメラモードま
たは該テレビ電話モードにおいて作動され、
　該第１のカメラモジュールと該第２のカメラモジュールとのうちの少なくとも１つは、
該使用者により選択された該撮影モードに従って自動的に作動され、
　該一般カメラモードが該使用者の入力により選択された場合に、自動的に該第１のカメ
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ラモジュールが作動され、該テレビ電話モードが該使用者の入力により選択された場合に
、自動的に該第２のカメラモジュールが作動され、
　該一般カメラモードが選択された場合に、自動的に該第１のカメラモジュールが作動さ
れるときに、該使用者は、該一般カメラモードを維持しながら、該第１のカメラモジュー
ルを作動させることと、該第２のカメラモジュールを作動させることとの間をスイッチす
ることができ、
　該テレビ電話モードが選択された場合に、自動的に該第２のカメラモジュールが作動さ
れるときに、該使用者は、該テレビ電話モードを維持しながら、該第２のカメラモジュー
ルを作動させることと、該第１のカメラモジュールを作動させることとの間をスイッチす
ることができる、方法。
【請求項１０】
　前記撮影モードは、撮影メニューと、編集メニューと、伝送メニューとのうちの少なく
とも１つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のカメラモジュールおよび前記第２のカメラモジュールは、前記複数の被写体
の１つ以上の静止画像を取得するために、および／または該複数の被写体の１つ以上の動
画像を記録するために、用いられる、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数の撮影された被写体の１つ以上の画像信号を対応する１つ以上のデジタル信号
にするように、該複数の撮影された被写体の該１つ以上の画像信号をデジタル信号処理部
（ＤＳＰ）に選択的に出力することをさらに包含する、請求項９に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信端末機に関し、特に、デュアルカメラ付き移動通信端末機における
映像信号処理装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信技術の発達と消費者の欲求の増大につれて多様な機能を有する移動通信端末機
が市販されているが、近来、カメラ付き移動通信端末機が爆発的な人気を集めている。
【０００３】
　図３は、従来のカメラ付き移動通信端末機を示す図である。
【０００４】
　図３に示すように、カメラモジュール１０は、移動通信端末機のヒンジ部に装着され、
図示していないが、上側筐体１２に装着することもできる。カメラモジュール１０のレン
ズは、端末機を開いた状態では撮影する被写体に向き、つまみ１１の回動によって前後に
移動する。従って、使用者は、端末機のカメラ撮影機能を選択した後、つまみ１１を利用
してレンズが撮影する被写体に向くようにして撮影動作を行う。
【０００５】
　図４は、カメラ撮影時のカメラモジュール１０とデジタル信号処理部（Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ；以下、ＤＳＰと称する）１３間の信号の流れを示
す。図４において、カメラモジュール１０とＤＳＰ１３間の信号ライン（データライン及
び制御ライン）は、フレキシブルプリント基板（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ；以下、ＦＰＣＢと称す）を介して接続される。前記ＦＰＣＢ
は、厚さ１０μｍの薄い絶縁フィルム（ポリイミド（ＰＩ））上に銅箔を貼り付けた回路
基板であって、通常、材質が薄くて曲がりやすい特性のため、高機能端末機の基板又はコ
ネクタとして主に使用されている。
【０００６】
　従って、使用者が撮影動作を開始すると、ＤＳＰ１３から出力された制御信号がＦＰＣ
Ｂの制御ラインを介してカメラモジュール１０に入力され、カメラモジュール１０は、該
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当制御信号によって被写体を撮影した後、撮影した映像データを前記ＦＰＣＢのデータラ
インを介してＤＳＰ１３に伝送する。次に、ＤＳＰ１３は、前記伝送された映像データを
デジタルフォーマットのイメージデータに変換した後、必要に応じて保存及び伝送する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところが、従来の移動通信端末機は、１つのカメラモジュールのみを装着しているため
、カメラモジュールとＤＳＰ間の信号線及び信号の制御が複雑でないが、今後、テレビ電
話や使用者の要求により１つの端末機に２つのカメラが装着される場合、回路の設計及び
制御が複雑になる。
【０００８】
　例えば、折り畳み型端末機（端末機の上側筐体）に２つのカメラモジュール、即ち、撮
影用カメラモジュール（カメラモジュール１）とテレビ電話用カメラモジュール（カメラ
モジュール２）が装着される場合を仮定する。図５に示すように、２つのカメラモジュー
ルが装着される場合、カメラモジュールとＤＳＰ間の信号線及びコネクタピンの数は、図
４に示す１つのカメラモジュールが装着される場合に比べて２倍程度必要であり、制御方
法もさらに複雑になる。特に、前記信号線が形成されるＦＰＣＢは、部品が高価であるた
め、前記信号線及びコネクタピンの数が増加するとパターンの数が増加して、生産コスト
もそれだけ増加する。
【０００９】
　本発明は、このような従来技術の問題点を解決するためになされたもので、２つのカメ
ラモジュールを装着する場合に適した、高効率及び低コストの信号線の設計及び制御方法
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明による移動通信端末機の映像信号処理装置は、被
写体を撮影する第１及び第２のカメラモジュールと、前記第１及び第２のカメラモジュー
ルの各動作を制御し、前記第１及び第２のカメラモジュールで撮影された映像信号を処理
するデジタル信号処理部と、前記デジタル信号処理部から入力された制御信号を前記第１
及び第２のカメラモジュールに分配し、前記第１及び第２のカメラモジュールで撮影され
た映像信号を前記デジタル信号処理部に選択して出力するスイッチモジュール（スイッチ
チップ）とを含む。
【００１１】
　上記の目的を達成するために、第１のカメラモジュールと、前記第１のカメラモジュー
ルの動作を制御し前記第１のカメラモジュールで撮影された映像信号を処理して制御部に
出力するデジタル信号処理部とを含む移動通信端末機において、本発明による移動通信端
末機の映像信号処理方法は、第２のカメラモジュールが装着されると、前記第１のカメラ
モジュールと前記デジタル信号処理部間の信号ラインをスイッチチップを介して接続し、
前記スイッチチップを利用して前記第１及び第２のカメラモジュールを制御するための制
御信号を分配し、前記第１及び第２のカメラモジュールで撮影された映像信号を前記デジ
タル信号処理部に選択して出力することを特徴とする。
【００１２】
　好ましくは、前記スイッチチップはＦＰＣＢ上に位置する。
【００１３】
　好ましくは、前記第１のカメラモジュールは端末機の外部方向（使用者の反対側）の被
写体を撮影するために使用され、前記第２のカメラモジュールは端末機の内部方向（使用
者側）の被写体を撮影するために使用される。
【００１４】
　好ましくは、前記第１のカメラモジュールは一般カメラモードで動作し、前記第２のカ
メラモジュールはテレビ電話モードで動作する。
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【００１５】
　好ましくは、前記第１及び第２のカメラモジュールが、両方とも一般カメラモード／テ
レビ電話モードで動作する。
【００１６】
　好ましくは、使用者が前記一般カメラモード／テレビ電話モードのうち一般カメラモー
ドを選択すると、前記第１のカメラモジュールが自動で選択され、さらにその状態から前
記第１又は第２のカメラモジュールを選択して撮影動作を行う。
【００１７】
　好ましくは、使用者が前記一般カメラモード／テレビ電話モードのうちテレビ電話モー
ドを選択すると、前記第２のカメラモジュールが自動で選択され、さらにその状態から前
記第１又は第２のカメラモジュールを選択して撮影動作を行う。
【００１８】
　上記目的を達成するために、本発明は、例えば、以下の手段を提供する。
【００１９】
　（項目１）　被写体を撮影する複数のカメラモジュールと、
　撮影モードによってスイッチ制御信号と前記複数のカメラモジュールを制御するための
制御信号を出力し、映像信号をデジタル信号に処理するデジタル信号処理部と、
　前記スイッチ制御信号によって、前記複数のカメラモジュールで撮影された映像信号を
前記デジタル信号処理部に選択して出力するスイッチモジュールと、
を含むことを特徴とする移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２０】
　（項目２）　使用者が選択した撮影モードによって前記デジタル信号処理部を制御し、
前記デジタル信号処理部から入力されたデジタル映像信号を処理する制御部をさらに含む
ことを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２１】
　（項目３）　前記撮影モードが、一般カメラモード及びテレビ電話モードであることを
特徴とする項目１に記載の移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２２】
　（項目４）　第１のカメラモジュールが端末機の外部方向の被写体を撮影するために使
用され、第２のカメラモジュールが端末機の内部方向の被写体を撮影するために使用され
ることを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２３】
　（項目５）　第１のカメラモジュールが一般カメラモードで動作し、第２のカメラモジ
ュールがテレビ電話モードで動作することを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機の
映像信号処理装置。
【００２４】
　（項目６）　第１及び第２のカメラモジュールが、両方とも一般カメラモード／テレビ
電話モードで動作することを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機の映像信号処理装
置。
【００２５】
　（項目７）　使用者が前記一般カメラモード／テレビ電話モードのうち一般カメラモー
ドを選択すると、前記第１のカメラモジュールが自動で選択され、さらにその状態から前
記第１又は第２のカメラモジュールを選択して撮影動作を行うことを特徴とする項目６に
記載の移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２６】
　（項目８）　使用者が前記一般カメラモード／テレビ電話モードのうちテレビ電話モー
ドを選択すると、前記第２のカメラモジュールが自動で選択され、さらにその状態から前
記第１又は第２のカメラモジュールを選択して撮影動作を行うことを特徴とする項目６に
記載の移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２７】
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　（項目９）　前記スイッチモジュールがフレキシブルプリント基板上に位置することを
特徴とする項目１に記載の移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２８】
　（項目１０）　前記撮影された映像信号が静止画像又は動画像であることを特徴とする
項目１に記載の移動通信端末機の映像信号処理装置。
【００２９】
　（項目１１）　前記スイッチモジュールが、前記スイッチ制御信号によって、第１及び
第２のカメラモジュールで撮影された映像信号を前記デジタル信号処理部に選択して出力
するスイッチで構成されることを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機の映像信号処
理装置。
【００３０】
　（項目１２）　複数のカメラモジュールを備えた移動通信端末機において、
　撮影モードの選択によって前記複数のカメラモジュールを制御するための制御信号を出
力する段階と、
　前記制御信号を前記複数のカメラモジュールに分配する段階と、
　前記制御信号によって前記複数のカメラモジュールで撮影された映像信号を選択して出
力する段階と、
を含むことを特徴とする移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００３１】
　（項目１３）　前記制御信号が、前記複数のカメラモジュールのいずれか１つを選択す
る制御信号であることを特徴とする項目１２に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法
。
【００３２】
　（項目１４）　前記制御信号が、前記複数のカメラモジュールで撮影された映像信号の
いずれか１つを出力するためのスイッチモジュールを制御するためのスイッチモジュール
制御信号であることを特徴とする項目１２に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００３３】
　（項目１５）　前記撮影モードが、一般カメラモード及びテレビ電話モードのいずれか
１つであることを特徴とする項目１２に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００３４】
　（項目１６）　第１のカメラモジュールが端末機の外部方向の被写体を撮影するために
使用され、第２のカメラモジュールが端末機の内部方向の被写体を撮影するために使用さ
れることを特徴とする項目１２に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００３５】
　（項目１７）　第１のカメラモジュールが一般カメラモードで動作し、第２のカメラモ
ジュールがテレビ電話モードで動作することを特徴とする項目１２に記載の移動通信端末
機の映像信号処理方法。
【００３６】
　（項目１８）　複数のカメラモジュールを備えた移動通信端末機において、
　使用者が１つの撮影モードを選択すると、制御信号と第１のスイッチ制御信号を出力す
る段階と、
　前記制御信号を第１及び第２のカメラモジュールに分配し、前記第１のスイッチ制御信
号によって前記第１又は第２のカメラモジュールで撮影された第１の映像信号を出力する
段階と、
　前記撮影モードで使用者が再び前記第１及び第２のカメラモジュールのいずれか１つを
選択すると、第２のスイッチ制御信号を出力する段階と、
　前記第２のスイッチ制御信号によって前記第１又は第２のカメラモジュールで撮影され
た第２の映像信号を出力する段階と、
を含むことを特徴とする移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００３７】
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　（項目１９）　前記１つの撮影モードが、一般カメラモード及びテレビ電話モードのい
ずれか１つであることを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法
。
【００３８】
　（項目２０）　前記第１及び第２のカメラモジュールが、両方とも一般カメラモード／
テレビ電話モードで動作することを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機の映像信
号処理方法。
【００３９】
　（項目２１）　使用者が前記一般カメラモード／テレビ電話モードのうち一般カメラモ
ードを選択すると、前記第１のカメラモジュールが自動で選択され、さらにその状態から
前記第１又は第２のカメラモジュールを選択して撮影動作を行うことを特徴とする項目２
０に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００４０】
　（項目２２）　使用者が前記一般カメラモード／テレビ電話モードのうちテレビ電話モ
ードを選択すると、前記第２のカメラモジュールが自動で選択され、さらにその状態から
前記第１又は第２のカメラモジュールを選択して撮影動作を行うことを特徴とする項目２
０に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００４１】
　（項目２３）　前記第１及び第２のスイッチ制御信号が、同一に又は異なるように設定
されることを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機の映像信号処理方法。
【００４２】
　（項目２４）　前記第１の映像信号が静止画像信号又は動画像信号であり、前記第２の
映像信号が静止画像信号であることを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機の映像
信号処理方法。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明による移動通信端末機の映像信号処理装置及び方法においては、２つのカメラモ
ジュールが装着された場合、各カメラモジュールをＦＰＣＢ上の１つのスイッチモジュー
ルを介してＤＳＰに接続することにより、各カメラモジュールを制御するための回路の設
計を簡素化して生産コストを削減できるという効果がある。特に、このような接続構造は
、制御信号又は映像信号の送受信に要求される信号線の数を大幅に減らし、データの送受
信時、信号線から発生し得るノイズを抑制するので、製品の信頼性を大幅に向上できると
いう効果がある。
【００４４】
　また、本発明は、テレビ電話モードでも端末機の内部又は外部方向の被写体を撮影して
保存及び伝送することができ、一般カメラモードでも端末機の内部又は外部方向の被写体
を撮影して保存及び伝送することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、図面を参照して、本発明による移動通信端末機の映像信号処理装置及び方法の好
ましい実施形態を説明する。
【００４６】
　本発明は、２つのカメラモジュールが装着された移動通信端末機を提案し、特に、２つ
のカメラモジュールが装着された場合、１つのカメラモジュールが装着された場合と同様
の手間で制御できる回路の設計及び制御方法を提案する。
例えば、２つのカメラモジュールを装着する場合、各カメラモジュールの信号線は、コネ
クタとＦＰＣＢを介してＤＳＰに接続される。この場合、本発明においては、１つのカメ
ラモジュールを適用する際と同数の信号線をコネクタとＦＰＣＢを介してＤＳＰに接続し
、前記ＦＰＣＢ上に位置したスイッチチップを利用して制御信号を２つのカメラモジュー
ルにそれぞれ分配することにより、１つのカメラモジュールを使用した際と同様の方法で
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２つのカメラモジュールを制御する。
【００４７】
　このような本発明による回路の設計を行う場合は、相対的にピン数の少ないコネクタを
使用することができ、少ない数のパターンを使用することによりＦＰＣＢのコストを削減
することができ、何よりも、技術的実現が容易であるという利点がある。
【００４８】
　図１は、本発明によるデュアルカメラ付き移動通信端末機の映像信号処理装置の構成を
示すブロック図である。
【００４９】
　図１に示すように、本発明による移動通信端末機の映像信号処理装置は、第１及び第２
のカメラモジュール１００、１０１と、ＤＳＰ１０２と、各種の制御動作を行う制御部１
０３と、第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１とＤＳＰ１０２の間に位置し、
制御部１０３の制御信号を第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１にスイッチン
グし、第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１で撮影された映像信号をＤＳＰ１
０２にスイッチングするスイッチモジュール１０４と、キー入力部１０６と、撮影された
映像及び端末機の各種動作を表示する表示部１０５と、映像データを送受信する通信モジ
ュール１０７とを含む。
【００５０】
　第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１は、特定撮影モードで個別に使用でき
るカメラモジュールであり、それぞれ異なる方向の被写体を撮影するために使用される。
例えば、第１のカメラモジュール１００は、端末機の外部方向の被写体を撮影するために
使用され、第２のカメラモジュール１０１は、端末機の内部方向の被写体を撮影するため
に使用される。
【００５１】
　好ましくは、第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１は、異なる撮影モード又
は同じ撮影モードで使用することができる。例えば、第１のカメラモジュール１００は一
般カメラモードで、第２のカメラモジュール１０１はテレビ電話モードで動作するように
してもよく、第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１が両方とも一般カメラモー
ド／テレビ電話モードで動作するようにしてもよい。
【００５２】
　ＤＳＰ１０２は、制御部１０３から出力された制御信号を第１及び第２のカメラモジュ
ール１００、１０１に伝送し、スイッチモジュール１０４を介して各カメラモジュール１
００、１０１から受信した映像信号をイメージデータに変換して制御部１０３に出力する
。
【００５３】
　図２は、第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１、スイッチモジュール１０４
、ＤＳＰ１０２間の信号線の接続関係を示す図である。
【００５４】
　図２に示すように、スイッチモジュール１０４は、ＤＳＰ１０２から出力されたスイッ
チ制御信号によって、第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１で撮影された各映
像信号をＤＳＰ１０２にスイッチングするスイッチ５０を含み、スイッチ５０を中心とす
る信号線はＦＰＣＢを利用して接続される。従って、１つ以上のカメラモジュールが装着
された場合、スイッチモジュール１０４とＤＳＰ１０２間に接続される信号線の数を１つ
のカメラモジュールを使用する場合と同様に維持することにより、信号線の増加によるコ
スト及びノイズの増加を減らすことができる。
【００５５】
　以下、このように構成されたデュアルカメラ付き移動通信端末機において、本発明によ
る映像信号処理方法の第１実施形態を説明する。
【００５６】
　本発明による移動通信端末機の映像信号処理方法の第１実施形態は、第１のカメラモジ
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ュールは一般カメラモードで使用され、第２のカメラモジュールはテレビ電話モードで使
用される場合を示す。
【００５７】
　まず、電源が供給されると、移動通信端末機は、ネックワークと基地局登録を行った後
、待機状態となる。待機状態で使用者が被写体を撮影するためにキー入力部１０６により
一般カメラモードを選択すると、制御部１０３は、使用者によるキーの入力を認識し、Ｄ
ＳＰ１０２に制御信号を出力する。好ましくは、前記一般カメラモードは、第１のカメラ
モジュール１００で被写体を撮影する撮影メニュー、撮影されたデータを編集する編集メ
ニュー、撮影して保存されるか又は編集されたイメージデータを他の機器（例えば、端末
機）に伝送する伝送メニューなどで構成される。本発明においては、使用者が撮影メニュ
ーを選択した場合を例に説明する。
【００５８】
　制御部１０３から制御信号が入力されると、ＤＳＰ１０２は、制御ラインを介して第１
のカメラモジュール１００に動作制御信号ＣＡＭ＿ＤＳＰ＿ＣＬＫ、ＣＡＭ＿ＲＳＴ、１
２＿ＳＣＬ、１２＿ＳＤＡを出力すると共に、スイッチモジュール１０４にスイッチ制御
信号を出力して、第１のカメラモジュール１００を選択する。
【００５９】
　その後、使用者が第１のカメラモジュール１００を移動させて端末機の内部又は外部の
被写体に向けて前記被写体を撮影すると、撮影された映像信号は、スイッチモジュール１
０４を介してＤＳＰ１０２に出力される。
【００６０】
　次に、ＤＳＰ１０２は、該当映像信号をイメージデータに変換して制御部１０３に出力
し、制御部１０３は、ＤＳＰ１０２からのイメージデータを表示部１０５に表示すると共
にメモリ（図示せず）に保存する。もし、使用者が前記撮影された映像を伝送しようとす
る場合、制御部１０３は、メモリに保存されたイメージデータを読み出して通信モジュー
ル１０７に出力する。
【００６１】
　これに対し、使用者がキー入力部１０６を操作してテレビ電話モードを選択すると、制
御部１０３は、これを認識してＤＳＰ１０２に制御信号を出力する。ＤＳＰ１０２は、制
御部１０３の制御信号によって第２のカメラモジュール１０１に動作制御信号ＣＡＭ＿Ｄ
ＳＰ＿ＣＬＫ、ＣＡＭ＿ＲＳＴ、１２＿ＳＣＬ、１２＿ＳＤＡを出力すると共に、スイッ
チモジュール１０４にスイッチ制御信号を出力して、第２のカメラモジュール１０１を選
択する。
【００６２】
　その後、使用者がテレビ電話を開始すると、第２のカメラモジュール１０１で撮影され
た動画像信号がスイッチモジュール１０４のスイッチ５０を介してＤＳＰ１０２に出力さ
れ、ＤＳＰ１０２は、該当動画像をイメージデータに変換して制御部１０３に出力する。
また、前記動画像の入力中にマイクから入力された音声信号は、ＤＳＰ１０２によりデジ
タル信号に変換され、デジタル信号に変換された映像及び音声信号は、通信モジュール１
０７により相手の端末機に伝送される。
【００６３】
　前述したように、本発明による移動通信端末機の映像信号処理方法の第１実施形態は、
２つのカメラモジュールが異なる通話モードで使用される場合に適用される。しかしなが
ら、本発明は、２つのカメラモジュールが両方とも同じ通話モードで使用される場合にも
有効な映像信号処理方法を提供することができる。
【００６４】
　即ち、第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１は、両方とも一般カメラモード
／テレビ電話モードで使用することができる。この場合、第１及び第２のカメラモジュー
ル１００、１０１は、それぞれ異なる方向の被写体を撮影するために使用される。例えば
、第１のカメラモジュール１００は、端末機の外部方向の被写体を撮影するために使用さ
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れ、第２のカメラモジュール１０１は、端末機の内部方向の被写体を撮影するために使用
される。
【００６５】
　従って、使用者が一般カメラモードを選択すると、第２のカメラモジュール１０１が自
動で選択され、テレビ電話モードを選択すると、第１のカメラモジュール１００が自動で
選択される。この状態で使用者は、再び第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１
を適宜選択して、テレビ電話モードで外部映像撮影を、又は一般カメラモードでセルフ撮
影などを行うことができる。
【００６６】
　以下、本発明による移動通信端末機の映像信号処理方法の第２実施形態を説明する。
【００６７】
　使用者が一般カメラモードを選択すると、制御部１０３は、使用者によるキーの入力を
認識してＤＳＰ１０２に制御信号を出力し、ＤＳＰ１０２は、制御ラインを介して第１の
カメラモジュール１００に動作制御信号ＣＡＭ＿ＤＳＰ＿ＣＬＫ、ＣＡＭ＿ＲＳＴ、１２
＿ＳＣＬ、１２＿ＳＤＡを出力し、スイッチモジュール１０４にスイッチ制御信号を出力
する。これにより、使用者が一般カメラモードを選択すると、第１のカメラモジュール１
００が自動で選択される。
【００６８】
　この状態で使用者は、第１のカメラモジュール１００を利用して端末機の外部方向の被
写体を撮影するか、又は第２のカメラモジュール１０１を利用して端末機の内部方向の被
写体を撮影して保存及び伝送することができる。例えば、使用者が内部方向の被写体（自
分の姿）を撮影するために第２のカメラモジュール１０１を選択すると、ＤＳＰ１０２は
、制御部１０３の制御によってスイッチモジュール１０４に新しいスイッチ制御信号を出
力することにより、一般通話モードでも、第２のカメラモジュール１０１で撮影された映
像信号がスイッチモジュール１０４及びＤＳＰ１０２を通して制御部１０２に入力される
ようにする。
【００６９】
　次に、制御部１０３は、ＤＳＰ１０２から入力されたイメージデータを表示部１０５に
表示すると共にメモリ（図示せず）に保存する。もし、使用者が前記撮影された映像を伝
送しようとする場合、制御部１０３は、メモリに保存されたイメージデータを読み出して
通信モジュール１０７に出力する。
【００７０】
　これに対し、使用者がテレビ電話モードを選択すると、制御部１０３は、使用者による
キーの入力を認識してＤＳＰ１０２に制御信号を出力し、ＤＳＰ１０２は、制御ラインを
介して第２のカメラモジュール１０１に動作制御信号ＣＡＭ＿ＤＳＰ＿ＣＬＫ、ＣＡＭ＿
ＲＳＴ、１２＿ＳＣＬ、１２＿ＳＤＡを出力すると共に、スイッチモジュール１０４にス
イッチ制御信号を出力する。このように、使用者がテレビ電話モードを選択すると、第２
のカメラモジュール１０１が自動で選択される。
【００７１】
　この状態で使用者は、第２のカメラモジュール１０１を利用して端末機の内部方向の被
写体を撮影するか、又は第１のカメラモジュール１００を利用して端末機の外部方向の被
写体を撮影して保存及び伝送することができる。例えば、使用者が端末機の外部方向の被
写体を撮影するために第１のカメラモジュール１００を選択すると、ＤＳＰ１０２は、制
御部１０３の制御によってスイッチモジュール１０４に新しいスイッチ制御信号を出力す
ることにより、テレビ電話モードでも、第１のカメラモジュール１００で撮影された映像
信号がスイッチモジュール１０４及びＤＳＰ１０２を通して制御部１０２に入力されるよ
うにする。
【００７２】
　次に、制御部１０３は、ＤＳＰ１０２から入力されたイメージデータを表示部１０５に
表示すると共にメモリに保存する。もし、使用者が前記撮影された映像を伝送しようとす
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ル１０７に出力する。
【００７３】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、この実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲によ
ってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具体的
な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲を実
施することができることが理解される。
【００７４】
　端末機に２つのカメラモジュールが装着された場合、各カメラモジュールを制御するた
めの回路の設計を簡素化できる移動通信端末機の映像信号処理装置及び方法を提供する。
【００７５】
　移動通信端末機の映像信号処理装置は、被写体を撮影する第１及び第２のカメラモジュ
ール１００、１０１と、使用者が選択した撮影モードによって、スイッチ制御信号と前記
第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１を制御するための制御信号を出力し、映
像信号をデジタル信号に処理するデジタル信号処理部１０２と、前記デジタル信号処理部
１０２の制御信号を前記第１及び第２のカメラモジュール１００、１０１に分配し、前記
デジタル信号処理部１０２のスイッチ制御信号によって、前記第１及び第２のカメラモジ
ュール１００、１０１で撮影された映像信号を前記デジタル信号処理部１０２に選択して
出力するスイッチモジュール１０４とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明によるデュアルカメラ付き移動通信端末機の映像信号処理装置の構成を示
すブロック図である。
【図２】デュアルカメラモジュールとＤＳＰ間の信号線及び信号の流れを示す図である。
【図３】１つのカメラモジュールが装着された従来の移動通信端末機を示す図である。
【図４】従来の１つのカメラモジュールとＤＳＰ間の信号線及び信号の流れを示す図であ
る。
【図５】従来の２つのカメラモジュールとＤＳＰ間の信号線及び信号の流れを示す図であ
る。
【符号の説明】
【００７７】
５０　スイッチ
１００　第１のカメラモジュール
１０１　第２のカメラモジュール
１０２　ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）
１０３　制御部
１０４　スイッチモジュール
１０５　表示部
１０６　キー入力部
１０７　通信モジュール
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【図３】

【図４】
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